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 事後評価 

社会資本総合整備計画 

 県土整備部道路維持課 
平成２７年１１月 

 活力創出基盤整備 
【社会資本の安全性が高く安心して暮らせる岐阜県づくり】 



岐阜県社会資本総合整備計画評価実施要綱 

2 

岐阜県 
道路維持課 

Ｈ２１ 

 

道路特定財源の一般財源
化に際し、地方からの要
望も踏まえ、特定財源制
度を前提とした地方道路
整備臨時交付金に代わる
ものとして、地域の活力
の基盤の創造に資するよ
う、道路を中心に関連す
る他のインフラ整備やソ
フト事業も対象とした新
たな交付金制度を創設 
 
 
 

地域活力基盤創造交付金 

＜予算額＞ 
9,400億円 

出典：国土交通省ＨＰ(一部追記) 

■国土交通省所管の交付金制度については、以下のとおり変遷してきた。 
■本計画は、下図赤枠のとおり推移しており、初年度は地域活力基盤創造交付金事業として、その後は社会資本整備総
合交付金事業として進められてきたところ。 

本計画の該当する交付金 



 社会資本整備総合交付金について 
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岐阜県 
道路維持課 

■社会資本整備総合交付金は平成２２年度に創設された交付金であり、従前の補助事業と異なり、計画に位置付けられ
た事業の範囲内で、地方公共団体が国費を自由に充当することが可能となるなど、地方公共団体にとって自由度が高い
制度である。 

出典：国土交通省ＨＰ 



 社会資本総合整備計画の事業評価について 

4 

岐阜県 
道路維持課 

■社会資本総合整備計画は、その要綱に従い、交付期間の終了時に、目標の実施状況等について評価を行うこととされ
ている。（社会資本整備総合交付金交付要綱 第１０） 
■事後評価においては、社会資本整備総合交付金を充てた要素事業の進捗状況、事業効果の発現状況、今後の方針、
の各事項について行うものとされている。（社会資本整備総合交付金に係る計画等について 第５項） 

社会資本総合整備計画の策定 

社会資本整備総合交付金の交付申請⇒交付 

事業実施 

事後評価 



 本計画の概要 
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岐阜県 
道路維持課 

社会資本の安全性が高く安心して暮らせる岐阜県づくり 

■計画名 

平成２１年度～平成２５年度（５年間） 

■計画の期間 

 社会資本の計画的な維持管理を実施するとともに、交通事故、豪雨、地震など全てへの災害への備えが
整った地域づくりを進め、併せて環境負荷の少ない持続型の社会づくりを行うなど、子供から高齢者まで、
すべての人が安全で安心して暮らせる地域を形成する。 

■計画の目標 

・県管理道路の死傷事故を、約１割削減する。 
・県管理道路に対する県民からの意見や苦情の件数を約１割削減する。（維持管理に直接関係ある件数） 
・緊急輸送道路上における落石や橋梁耐震等、災害への備えのための対策率を１００％実施する。 

■計画の成果目標 



 事業の進捗状況 
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岐阜県 
道路維持課 

計画の名称 事業数 事業費 

社会資本の安全性が高く安心して暮らせる 
岐阜県づくり 

370箇所 93,996百万円 

総事業数 
370 

計画期間内に完了した事業 

254 

計画期間後も引き続き継続事業 

116 



 効果の発現状況 
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（主）可児金山線 川辺大橋 
 
■整備箇所：川辺町比久見 
■橋梁延長：L=111.9m 
■事業費：44百万円 
■整備内容：橋梁補修（塗装塗替） 
■工期：H24 

施工前 施工後 【塗装塗替】 

岐阜県 
道路維持課 

川辺大橋 

岐阜県橋梁長寿命化修繕計画に基づく老朽化対策の
実施により、効率的な維持補修を行った。 
 



 効果の発現状況 
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岐阜県 
道路維持課 

（主）下呂白川線 白川口トンネル工区 
 
■整備箇所：加茂郡 白川町 
■全体延長：L=0.15km 
■事業費：7百万円 
■整備内容：はく落対策工、漏水対策工 
■工期：H25 

経年劣化によるひびわれ等の損傷が、トンネル補修工事
の実施により改善され、一般交通の安全が確保された。 
 

施工前 施工後 

白川口トンネル 145m 

施工中 



 効果の発現状況 
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岐阜県 
道路維持課 

（主）白鳥板取線 越佐・万場工区 
 
■整備箇所：郡上市白鳥町越佐 
■全体延長：L=3.8km 
■事業費：38百万円 
■整備内容：舗装補修 
■工期：H21～H22 

ひび割れ・わだち掘れ等、劣化が著しい舗装を補修した
ことで、通行車両の快適性が向上した。 
 

越佐工区 

施工前 施工後 



 効果の発現状況 
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岐阜県 
道路維持課 

（一）美江寺西結線 十九条工区 
 
■整備箇所：瑞穂市十九条 
■全体延長：L=0.26km 
■事業費：121百万円 
■整備内容：交差点改良 
■工期：H22～H25 

右折車線の確保及び歩道整備により、交差点部の安全
な交通が確保された。 
 

施工前 施工後 

事業箇所 

(一)穂積巣南線 



 効果の発現状況 
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岐阜県 
道路維持課 

（主）金山明宝線 歩岐山橋 
 
■整備箇所：下呂市金山町 
■橋梁延長：L=62.0m 
■事業費：36百万円 
■整備内容：橋梁耐震（落橋防止、橋脚補強） 
■工期：H22 

緊急輸送道路の防災対策として、巨大地震発生時に、
橋脚の倒壊や落橋といった甚大な被害が発生しないよう
耐震対策を行った。 
 

11 

施工前 施工後 

歩岐山橋 

【橋脚補強】 

【落橋防止】 



 効果の発現状況 
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（国）２５７号 黒石工区 
 
■整備箇所：下呂市馬瀬黒石 
■全体延長：L=0.5km 
■事業費：250百万円 
■整備内容：落石対策 
■工期：H21～H24 

防災点検の評価が要対策箇所から対策不要に変わり、
道路の安全が確保された。 
 

施工前 施工後 

I257A050 

法面状況 

岐阜県 
道路維持課 



 計画の成果目標（アウトカム指標）の実現状況 
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岐阜県 
道路維持課 

指標 
  

定義及び算定式 従前値 目標値 結果 適用 
単位 

基準 
年度 

目標 
年度 

年度 

死傷事故 
削減数 

件 

県警の統計データより、県管理道路の死傷事故件
数削減割合を算出する。 
〔（ Ｈ２０年件数 － Ｈ２５年件数 ）／ Ｈ２０年件数 〕 
≧ ０．１ 

約4,500件  H21 約4,000件  H25 約3,700件 H25 達成 

苦情件数 
削減数 

件 

苦情データベースより、苦情件数削減割合を算出
する。 
〔（ Ｈ２０年件数 － Ｈ２５年件数 ）／ Ｈ２０年件数 〕 
≧ ０．１ 

約1,500件  H21 約1,350件  H25 約1,000件  H25 達成 

緊急輸送道路上
の落石、橋梁 
耐震対策率 

％ 

緊急輸送道路上における要対策箇所（落石、橋梁
耐震）の対策率から算出する。 
〔（ Ｈ２０年まで対策件数 ＋ Ｈ２１年以降対策件
数 ）／ 要対策件数 〕 

83%  H21 100%  H25 95% H25 未達成 



 まとめ 
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岐阜県 
道路維持課 

◆ 効果の発現状況 
 
【定量的指標に関連する効果の発現状況】 
 ・交差点改良や歩道整備などの交通安全対策や、計画的な舗装補修などの対策を行うこと 
  により死傷事故、苦情件数を１割以上削減することが出来たとともに、緊急輸送道路上 
  における落石、橋梁耐震対策についても概ね事業効果は発現されたと考えられる。 
 
【定量的指標以外の効果の発現状況】 
 ・本県では膨大な道路施設を管理しており、そのうち多くの施設で老朽化が進む中、定期 
  的に点検を行うとともに、点検結果を反映した修繕計画に基づく計画的な補修等の対策 
  を行うことにより、地域の安全・安心の向上に寄与するものと考えられる。 

◆ 今後の方針 
 
 ・本整備計画は完了するが、引き続き、社会資本整備総合交付金や防災・安全交付金にて、  
  事業を継続し、県民が安全で安心して暮らせる地域づくりを進める。 
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